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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
ＤＣ厳選日本成長株オープン 

 

愛称：厳選ニッポン 

 
 

第25期（決算日：2026年３月23日） 
 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2001年12月７日設定） 

運用方針 

主として、マザーファンドを通じて、わが国の
株式の中から「企業の成長性」に着目して厳選
した「35銘柄」に主に投資します。銘柄選定は、
個別企業訪問等を通じ分析するボトム・アッ
プ・アプローチにより行います。マザーファン
ド受益証券の組入比率は高位を維持すること
を基本とします。東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
（配当込み）をベンチマークとし、これを上回
る投資成果をめざします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本株オープン「３５」マザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。このほか、当ファン
ドで直接投資することがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合は、
信託財産の純資産総額の30％以
下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合は、信託
財産の純資産総額の30％以下と
します。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 
 

  
 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

◇MUZ-928214-0000-20260323◇ 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

21期(2022年３月23日) 27,583 0 0.3 3,159.21 2.5 99.3 － 213 

22期(2023年３月23日) 28,579 0 3.6 3,210.33 1.6 98.8 － 1,165 

23期(2024年３月25日) 40,847 0 42.9 4,671.17 45.5 98.7 － 2,401 

24期(2025年３月24日) 37,752 0 △ 7.6 4,803.82 2.8 98.6 － 2,900 

25期(2026年３月23日) 58,501 0 55.0 6,149.83 28.0 96.6 － 8,905 
 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ

ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標

章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指

数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ

が有します。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年３月24日 37,752 － 4,803.82 － 98.6 － 

３月末 35,511 △ 5.9 4,626.52 △ 3.7 97.5 － 

４月末 34,567 △ 8.4 4,641.96 △ 3.4 97.3 － 

５月末 38,070 0.8 4,878.83 1.6 96.3 － 

６月末 40,734 7.9 4,974.53 3.6 96.6 － 

７月末 42,585 12.8 5,132.22 6.8 97.5 － 

８月末 43,678 15.7 5,363.98 11.7 97.7 － 

９月末 45,948 21.7 5,523.68 15.0 96.8 － 

10月末 51,670 36.9 5,865.99 22.1 98.5 － 

11月末 51,079 35.3 5,949.55 23.9 98.3 － 

12月末 50,096 32.7 6,010.98 25.1 96.4 － 

2026年１月末 54,800 45.2 6,288.77 30.9 96.7 － 

２月末 64,464 70.8 6,947.17 44.6 98.3 － 

(期  末)       

2026年３月23日 58,501 55.0 6,149.83 28.0 96.6 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第25期：2025年３月25日～2026年３月23日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 5 期 首 37,752円
第 2 5 期 末 58,501円
既払分配金 0円
騰 落 率 55.0％

（円） （百万円）
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ55.0％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（28.0％）を27.0％
上回りました。

ベンチマークとの差異

米国で政策金利の引き下げや人工知能（ＡＩ）分野の成長期待な
どを受けて株価が上昇したことに加え、国内で新政権の発足を
巡って積極財政運営への期待が高まったことなどを背景に国内株
式市況が上昇し、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

中東情勢の先行き不透明感などを背景に国内株式市況が一時的に
下落したことが、基準価額の一時的な下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ メイコー、古河電気工業、日東紡績、レゾナック・ホールディングス、イビ

デン
下位５銘柄・・・ ペプチドリーム、Ｓａｎｓａｎ、エムスリー、サンリオ、日本電気

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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第25期：2025年３月25日～2026年３月23日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オー
プン
日本株オープン「３５」マザーファンド
受益証券を通じてわが国の株式に投資し
ております。株式実質組入比率は、高位
水準を維持しました。

  日本株オープン「３５」マザーファ
ンド
個別銘柄の選別においては、競争力の有
無や収益力向上への取り組みなどを重視
し、中長期的な成長期待が持てる企業と
して厳選した「35銘柄」を中心に投資を

行いました。
組入銘柄数は概ね41～42銘柄程度で推移
させました。衛星データの解析を伴うソ
リューションの提供による業績成長が期
待される「Ｓｙｎｓｐｅｃｔｉｖｅ」や、
半導体への需要の高まりによる業績成長
が期待される「リガク・ホールディング
ス」など、９銘柄を新規に組み入れまし
た。一方、企業価値が概ね株価に反映さ
れたと判断した「スミダコーポレーショ
ン」や「マネーフォワード」など、８銘
柄を全株売却しました。

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年４月上旬にかけて
は、米国のトランプ政権による関税政策
により先行きの不確実性が高まったこと
などから下落しました。
2025年４月中旬から2026年２月下旬に

かけては、米国の関税政策を巡る不透明
感が後退したことや、高市新政権による
積極財政への期待が広がったことなどか
ら上昇基調となりました。
2026年３月上旬から期間末にかけては、
中東情勢の先行き不透明感などを背景に
下落しました。

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（28.0％） 
を27.0％上回りました。
主な差異要因は以下の通りです。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因 
主なプラス要因
業種配分要因： 非鉄金属、ガラス・土石製品をベンチ

マークに対してオーバーウェイトとし
ていたことがプラスに寄与しました。

銘柄選択要因： メイコー、日東紡績をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ
とがプラスに寄与しました。

主なマイナス要因
業種配分要因： 卸売業、建設業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことが

マイナスに影響しました。
銘柄選択要因： Ｓａｎｓａｎ、サンリオをベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい

たことがマイナスに影響しました。

（％）

2025/３/24 ～ 2026/３/23
0.0
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20.0
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基準価額（ベビーファンド）と
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第25期
2025年３月25日～2026年３月23日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 48,500

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オー
プン
日本株オープン「３５」マザーファンド
受益証券の組入比率は、高位を維持する
方針です。

  日本株オープン「３５」マザーファ
ンド
個別銘柄の選別においては、競争力の有
無、収益力向上への取り組みなどを重視
しています。マネジメント力、バリュ
エーション、中長期的な成長や収益力改
善のためにどのような施策に取り組んで
いるのかなどを精査し、競争力があり、
中長期的な成長期待が持てる企業を中心
に銘柄選別を行っていく方針です。
世界経済を主導する米国経済は総じて堅
調であり、ＡＩ関連投資が成長をけん引

している一方、一部では雇用の弱さも確
認されます。また、米国の金融環境は中
期的には緩和に向かうとみており、世界
経済の下支えが期待されますが、日米の
政策動向やインフレ再燃リスクについて
は引き続き注視が必要と考えています。
足元では地政学リスクの高まりが懸念さ
れているものの、中長期的な投資判断に
変更はなく、生成ＡＩなどへの活用によ
り業績拡大が期待される半導体関連産業
や、省力化・効率化ニーズの高まりから
底堅い需要が見込まれるデジタル化関連
産業など、その構造的な成長性に着目し
ます。併せて、個別企業の競争力強化や
構造改革の進展といった変化を捉え、中
長期の利益成長性の観点から企業価値の
向上が見込まれる企業を精査し、ポート
フォリオを構築します。

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

2025年３月25日～2026年３月23日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 384 0.836 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (177) (0.385) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (177) (0.385) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 30) (0.066) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 45  0.097  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 45) (0.097) 

(ｃ)そ の 他 費 用 1  0.003  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  1) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 430  0.936  

期中の平均基準価額は、45,922円です。

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.84％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.07％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.39％

運用管理費用（投信会社）
0.39％総経費率

0.84％

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

○売買及び取引の状況 (2025年３月25日～2026年３月23日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株オープン「３５」マザーファンド 537,417 4,259,291 65,565 465,971 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年３月25日～2026年３月23日) 

 

項 目 
当 期 

日本株オープン「３５」マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,054,628千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 14,780,101千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.42   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月25日～2026年３月23日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株オープン「３５」マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 12,491 2,500 20.0 8,562 1,451 16.9 

平均保有割合 32.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株オープン「３５」マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 247 286 705 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 



品 名：03_90003_928214_025_02_三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン_1099233.docx 

日 時：2026/4/30 10:28:00 

ページ：12 
 

― 12 ― 

三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 4,592千円 
うち利害関係人への支払額（B） 894千円 

（B）／（A） 19.5％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月23日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株オープン「３５」マザーファンド 490,052 961,904 8,882,994 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年３月23日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株オープン「３５」マザーファンド 8,882,994 99.4 

コール・ローン等、その他 56,204 0.6 

投資信託財産総額 8,939,198 100.0 
 
 
 

 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ厳選日本成長株オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月23日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,939,198,700   

 コール・ローン等 56,203,275   

 日本株オープン「３５」マザーファンド(評価額) 8,882,994,328   

 未収利息 1,097   

(B) 負債 33,837,864   

 未払解約金 8,012,413   

 未払信託報酬 25,737,462   

 その他未払費用 87,989   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,905,360,836   

 元本 1,522,266,038   

 次期繰越損益金 7,383,094,798   

(D) 受益権総口数 1,522,266,038口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 58,501円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 768,308,011円 

期中追加設定元本額 1,271,358,706円 

期中一部解約元本額 517,400,679円 

また、１口当たり純資産額は、期末5.8501円です。 

 

○損益の状況 (2025年３月25日～2026年３月23日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 209,243   

 受取利息 209,243   

(B) 有価証券売買損益 1,738,817,253   

 売買益 2,205,108,555   

 売買損 △  466,291,302   

(C) 信託報酬等 △   40,724,316   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,698,302,180   

(E) 前期繰越損益金 130,715,078   

(F) 追加信託差損益金 5,554,077,540   

 (配当等相当額) (  4,696,659,872)  

 (売買損益相当額) (    857,417,668)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,383,094,798   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,383,094,798   

 追加信託差損益金 5,554,077,540   

 (配当等相当額) (  4,698,803,146)  

 (売買損益相当額) (    855,274,394)  

 分配準備積立金 1,829,017,258   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年３月25日～ 
2026年３月23日 

費用控除後の配当等収益額 52,150,136円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,507,760,670円 

収益調整金額 5,554,077,540円 

分配準備積立金額 269,106,452円 

当ファンドの分配対象収益額 7,383,094,798円 

１万口当たり収益分配対象額 48,500円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、記載変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2025年４月１日） 
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